
貸
」

舅

　
　
　
　
　
　
婦
人
の
地
位
を
向
上

　
　
　
分

　
　
　
　
　
　
さ
せ
よ
う
と
、
村
の

　
　
　
紹

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
や
公
民

　
　
　
級

　
　
　
　
　
　
舘
で
婦
人
学
級
の
開

　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
設
を
勧
め
て
来
た
が

　
　
　
　
　
　
幸
い
熱
心
な
婦
人
会

　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
の
協
力
に
よ
り
各
地

　
　
　
婦

　
　
　
　
　
　
に
開
設
さ
れ
活
発
な

　
　
動
き
を
示
し
て
来
た
。
学
習
内

　
　
容
は
、
メ
ー
ト
ル
法
、
育
児
、

　
　
し
つ
け
、
家
庭
野
菜
の
計
画
的

　
　
栽
培
等
、
講
議
式
や
、
話
し
合

　
　
い
形
式
に
よ
り
、
身
近
な
間
題

　
　
を
と
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ

　
　
に
そ
の
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　
、
⑨
清
津
峡
地
区
婦
人
学
級

　
　
期
日
　
二
月
十
五
日

　
　
場
所
　
角
間
分
校

　
　
指
導
助
言
者
　
岩
崎
古
海
先
生

　
　
会
　
長
　
　
　
山
本
イ
ク
さ
ん

　
　
出
席
者
　
　
　
　
　
四
十
四
名

　
　
第
一
分
科
会
、
第
二
分
科
会
に

　
　
分
か
れ
る
。

　
　
◎
第
一
分
科
会

　
　
テ
！
マ
　
子
供
の
し
つ
け

　
　
司
会
者
　
山
本
ち
え
さ
ん

　
　
　
話
し
合
い
に
な
つ
た
主
な
も

　
　
の
を
拾
つ
て
み
る
と
、

　
　
一
、
左
き
X
の
子
供
を
い
か
に

　
　
　
導
い
た
ら
よ
い
か
。

　
　
二
、
お
客
様
の
前
で
お
茶
菓
子

　
　
　
を
欲
し
が
る
子
供
に
つ
い
て

　
　
　
は
ど
う
す
べ
き
か
。

　
　
三
、
お
や
つ
の
与
え
方
。

　
　
　
　
◇
清
津
峡

④日5つ月ヨ年訓和昭とさかな号騙第

地
区
◇

四
、
子
供
が
転
ん
だ
時
母
親
が

　
と
る
べ
き
態
度
。

五
、
兄
弟
喧
嘩
に
つ
い
て

六
、
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て
な

　
ど
六
つ
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ
、
結
局
、
子
供
の
し
つ

け
と
は
、
善
悪
の
け
じ
め
を
は

つ
き
り
と
さ
せ
「
こ
ん
な
こ
と

ぐ
ら
い
」
と
見
逃
が
さ
ず
に
、

悪
い
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
も

　
　
、
’
　
　
　
9
　
　
｝
　
　
　
レ
　
　
　
レ
　
　
レ
　
　
〕

は
つ
き
り
と
認
識
さ
せ
る
よ
う

に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

⇔
第
二
分
科
会

テ
ー
マ
　
思
春
期
の
子
供
に
つ

　
　
　
　
い
て
、

司
会
者
　
　
藤
ノ
木
け
さ
う

　
第
二
分
科
会
の
話
し
合
つ
た

主
な
も
の
、

一
、
母
親
と
し
て
子
供
に
対
す

　
る
要
求

二
、
集
会
場
の
後
始
末
、

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
銃
砲
刀
劒
類
は
届
出
て

銃砲刀剣類の

　発見届出運動

三
月
一
ヵ
月
中
警

察
で
は
銃
砲
刀
剣

類
の
発
見
、
届
出

の
勘
奨
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

▽
あ
な
た
の
家
に

許
可
や
登
録
を
受

け
て
な
い
鉄
砲
や

刀
類
が
あ
つ
た
ら

す
ぐ
届
出
て
下
さ
い
。

▽
鉄
砲
や
、
刀
槍
な
ど
を
発
見

し
た
り
、
拾
つ
た
ら
、
す
ぐ
届

出
て
下
さ
い
。

①
み
な
さ
ん
が
御
承
知
の
よ
う

に
拳
銃
、
日
本
刀
、
短
刀
、
あ

い
く
ち
等
危
険
物
を
悪
用
し
た

兇
悪
な
犯
罪
が
全
国
的
に
も
、

県
下
に
も
、
だ
ん
ノ
￥
増
え
て

い
る
こ
と
は
大
き
な
社
会
問
題

で
あ
り
ま
す
。

②
そ
こ
で
警
察
で
は
み
な
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
三
月
一
ヵ
月

間
を
「
銃
砲
、
刀
剣
類
の
発
見

届
出
推
進
月
間
」
と
定
め
て
こ

れ
ら
の
発
見
、
届
出
を
勘
奨
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

0
猟
銃
、
空
気
銃
、
あ
い
く
ち

刀
、
槍
、
な
ぎ
な
た
、
短
刀
、

と
び
出
し
ナ
イ
フ
等
は
許
可
が

な
い
と
何
人
も
持
つ
て
い
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

④
ま
た
変
装
銃
砲
、
変
装
刀
剣

拳
銃
な
ど
は
記
念
品
、
形
見
で

あ
つ
て
も
持
つ
こ
と
は
出
来
ま

『
三
、
年
頃
の
子
供
に
つ
い
て
、

一
四
、
男
女
交
際
に
つ
い
て
、

｝
右
の
四
点
に
つ
い
て
話
し
合

つ
た
が
、
要
す
る
に
母
親
自
身

が
も
つ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

㎜
ら
ず
、
子
供
の
行
動
に
つ
い
て
・

心
は
、
責
任
を
持
た
せ
る
と
同
時

籍
蕪
灘
蘇
爺
鶴

一
何
ん
で
も
話
し
合
え
る
、
親
子

一一
の
間
柄
を
つ
く
る
よ
う
に
し
な

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
論
を

一
出
し
た
。

せ
ん
。

⑤
今
回
月
間
を
設
け
て
お
勧
め

す
る
の
も
「
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
の
」
趣
旨
か

ら
で
す
。

⑥
み
な
さ
ん
が
大
掃
除
、
家
財

整
理
な
ど
を
し
て
、
ま
だ
許
可

を
う
け
て
な
い
鉄
砲
や
刀
、
槍

軍
刀
等
が
出
て
来
ま
し
た
ら
直

ぐ
警
察
、
駐
在
所
に
届
出
て
下

さ
い
。
拾
つ
た
場
合
も
同
様
で

あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
自
発
的
に
届
出
た

も
の
で
美
術
品
、
骨
と
う
品
と

し
て
価
値
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
ば
登
録
の
手
続
を
と
り
、
ま

た
猟
銃
、
空
気
銃
に
つ
い
て
は

所
持
で
き
る
よ
う
許
可
の
手
続

を
し
て
も
ら
つ
て
、
み
な
さ
ん

が
正
当
に
所
持
出
来
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

⑦
現
在
鉄
砲
や
刀
剣
類
を
規
整

し
て
い
る
法
律
と
し
て
「
銃
砲

私
の

見
た
社
会

　
　
　
　
中
一
一
年

　
私
達
は
普
通
、
学
校
生
活
と

家
庭
生
活
を
半
分
ず
つ
に
し
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
当
然
社
会
の
出
来
事
が
目

に
う
っ
り
、
社
会
に
関
心
を
持

っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
私
の

目
こ
ま
、
農
村
に
ょ
江
戸
時
代

一
の
劃
制
度
が
裁
だ
嘉
強

も～

≧
7
～
ζ
も

刀
剣
類
等
所
持
取
締
法
」
と
い

う
の
が
あ
る
。

⑧
昨
年
県
下
で
こ
の
法
律
違
反

と
し
て
検
挙
し
た
も
の
は
、
三

四
四
件
、
三
五
五
名
も
あ
り
、

こ
の
う
ち
許
可
を
う
け
な
か
つ

た
も
の
は
三
三
四
件
、
三
三
三

名
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
と
反
対
に
発
見
、
届
出
を
し

て
許
可
を
受
け
、
正
当
に
所
得

し
た
も
の
は
九
五
七
件
、
九
三

〇
名
も
あ
り
ま
す
。

⑨
出
そ
う
か
、
出
す
ま
い
か
と

届
出
を
し
ぶ
つ
て
い
る
方
は
、

こ
の
際
届
出
て
下
さ
い
。
所
持

出
来
る
よ
う
相
談
に
応
じ
ま

す
。⑩
そ
れ
か
ら
三
月
以
後
に
発
見

し
た
場
合
も
同
様
の
取
扱
い
相

談
に
応
じ
ま
す
。
。

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
に

御
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
女
　
子
）

く
残
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
本
家
だ
か
ら
と

か
、
義
理
と
か
云
う
言
葉
を
耳

に
す
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
自

分
よ
り
も
、
昔
少
し
位
の
高
か

つ
た
人
に
は
、
卒
直
に
自
分
の

意
見
を
云
え
得
な
い
か
ら
で

す
。
こ
れ
で
は
い
く
ら
農
村
の

婦
人
会
が
生
活
水
準
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
し
て
も
無
理
だ
と
思

い
ま
す
。
も
う
少
し
年
寄
が
、

若
い
人
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、

そ
れ
を
理
解
し
教
育
に
関
心
を

持
つ
た
な
ら
ば
、
農
村
も
進
歩

す
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
普
通
、
家
の
人
に
意
見

す
る
と
、
「
今
の
若
い
者
は
」
と

か
、
「
道
徳
教
育
が
必
要
な
訳

だ
」
な
ど
と
云
わ
れ
ま
す
。

　
道
徳
教
育
の
必
要
が
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
必
要
だ
と
考
え
る
の

で
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
意
味

が
な
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
私
は
少
く
と
も
そ
う
思
い

ま
す
。
い
や
、
私
だ
け
で
な
く

若
い
人
全
体
が
そ
う
い
う
ふ
う

に
思
つ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
欠
点
を
直
す
に

は
、
も
ち
ろ
ん
教
育
も
必
要
で

す
が
、
都
会
の
文
化
を
と
り
入

る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
【
つ
づ
く
】
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舘
　
社

所
民
所
聞

行
公
刷
新

村
印
町

発
里
　
日

　
中
　
十

昭
和
3
4
年
度
予
算
成
立

叢
五
五
、
七
六
四
〇
〇
〇
円

特
別
会
計

一
二
」
二
四
七
、
六
入
○
円

　
昭
和
三
十
四
年
度
一
般
会
計
経
常
予
算
及
び
特
別
会
計
国
民

健
康
保
険
予
算
は
、
去
る
十
日
よ
り
行
わ
れ
た
定
例
村
議
会
に

於
い
て
三
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な
審
議
を
経
て
原
案
通
り
決
定

さ
れ
た
。

　
な
お
村
長
は
提
案
に
あ
た
り
、
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
の
編

成
事
情
及
び
次
の
如
き
「
施
政
方
針
」
を
表
明
し
．
村
民
各
位

の
協
力
を
求
め
た
。

高橋村長

　
昭
和
三
十
四
年
第
一
回
定
例

会
の
開
会
に
臨
み
、
昭
和
三
十

四
年
度
予
算
を
提
出
し
て
議
会

の
審
議
を
求
め
る
に
際
し
、
私

は
当
面
す
る
村
内
外
の
諸
情
勢

と
こ
れ
に
対
処
す
る
所
信
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
施
政
の
方
針
を
述
べ
る
に
当

り
、
先
ず
私
は
昭
和
三
十
三
年

度
の
経
過
の
概
要
か
ら
申
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
三
年
度
は
当
初
に

於
い
て
三
千
九
百
四
十
七
万
円

を
計
上
し
、
国
県
補
助
事
業
に

付
帯
す
る
予
算
の
増
額
は
、
累

進
を
続
け
現
在
予
算
額
五
千
八

百
三
十
六
万
円
、
尚
追
加
議
題

と
し
て
提
案
さ
れ
る
予
定
の
、

特
別
交
付
税
決
定
に
伴
う
追
加

更
正
を
加
え
、
■
実
に
六
千
十
三

万
円
の
増
額
を
示
す
に
い
た
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

既
に
皆
さ
ん
の
御
審
議
を
得
て

施
行
を
進
め
、
余
日
な
い
年
度
“
算
の
重
点
執
行
に
よ
り
、

の
総
締
め
く
X
り
に
全
力
を
傾

注
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
昭
和
三
十
三
年
度
は
、

予
期
せ
ざ
る
台
風
二
十
一
号
及

び
二
十
二
号
の
風
水
害
に
合
い

こ
れ
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
費

は
、
農
業
施
設
に
、
公
共
土
木

施
設
に
、
国
県
補
助
事
業
は
勿

論
な
が
ら
、
単
独
事
業
に
お
け

る
復
旧
費
等
も
又
多
額
を
要
し

連
日
陳
情
さ
れ
る
地
域
の
み
な

さ
ん
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
既

に
議
会
に
於
い
て
も
各
常
任
委

員
会
を
通
じ
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
施
設
の
充
実
、
社
会
福

祉
の
向
上
と
村
民
の
福
利
増
進

““

駿
糞
講
譲
ガ

｝
釧
で
あ
り
な
が
ら
、
地
方
自
治

｛
体
の
貧
弱
な
る
財
政
力
で
は
当

ウ

駒
程
満
足
な
る
施
策
は
出
来
な
い

藷
状
で
茄
乞
に
突
発
的
な

｝一
災
害
等
に
よ
る
緊
急
事
業
に
対

説
欣
毅
鰻
％
な
．
と
い

…
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
・
水

㎜
沢
村
と
共
同
設
置
に
よ
る
貝
野

｝
小
学
校
屋
体
の
改
築
事
業
総
額

㎝
九
百
二
十
二
万
円
く
自
村
負
担

㎝
額
四
百
十
七
万
円
）
を
、
あ
ら

万
る
経
費
の
節
懲
全
般
禦

闘伽

予
算
調
整
を
計
つ
て
、
こ
れ
を

り

一
完
遂
い
た
し
ま
し
た
。

㎝
　
こ
の
よ
う
な
財
政
限
度
の
枠

㎝
一
内
に
於
い
て
、
き
り
つ
め
た
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急

に
し
て
効
果
的
な
事
業
が
、
優

先
的
に
施
行
に
う
つ
さ
れ
て
参

り
ま
し
た
。
そ
の
他
対
外
的
な

諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
部
大

同
合
併
間
題
を
始
め
、
上
越
西

線
誘
致
、
清
津
川
総
合
開
発
、

高
田
ー
松
之
山
－
六
日
町
線
、

十
二
峠
開
通
問
題
、
貝
野
堰
堤

通
路
橋
、
ヘ
ツ
ツ
リ
雪
中
燧
道

豊
里
地
区
開
拓
不
振
事
業
等
、

今
後
益
々
研
究
を
進
め
、
出
来

る
限
り
の
努
力
を
続
け
て
行
き

た
い
考
え
で
あ
．
り
ま
す
。

　
次
に
昭
和
三
十
四
年
度
予
算

の
編
成
に
当
つ
て
も
、
昭
和
三

十
三
年
度
の
実
績
を
検
討
し
、

年
度
才
入
の
見
込
み
を
基
礎
に

編
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ず
村
民
の
税
負
担
に
つ
い
て

は
本
日
審
議
さ
れ
る
筈
で
あ
り

ま
す
。
村
税
賦
課
徴
収
条
例
の

改
正
に
よ
り
、
村
民
負
担
を
出

来
る
限
り
軽
減
す
る
よ
う
に
努

め
る
と
共
に
、
他
に
そ
の
補
充

を
計
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
、
予
算
に
於

い
て
村
民
税
の
減
収
、
■
昭
和
三

十
三
年
度
に
比
し
、
百
三
十
四

万
円
の
減
額
計
上
に
よ
つ
て
も

明
ら
か
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
増
収
は
、
交

付
税
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
普

通
交
付
税
（
九
四
％
）
及
び
特

別
交
付
税
（
六
％
）
の
交
付
基

準
の
改
正
と
、
地
方
交
付
税
特

別
会
計
の
繰
入
基
準
の
改
定
、

（
従
来
は
百
分
の
二
七
．
五
で

あ
り
ま
し
た
の
を
百
分
の
二
八

・
五
に
）
を
見
込
み
、
百
十
五

万
円
の
増
額
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

　
県
支
出
金
の
九
百
六
十
万
円

の
増
収
は
、
才
出
予
算
に
見
ら

れ
る
通
り
、
台
風
二
十
一
号
及

び
二
十
二
号
災
害
に
よ
る
、
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
が
大
部
分

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
は

農
業
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に

重
点
が
傾
注
し
、
こ
れ
に
付
帯

す
る
村
債
四
百
八
十
万
円
を
起

し
、
全
予
算
の
三
四
％
が
産
業

経
済
費
に
注
が
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
事
業
起
債
に
つ
い
て

は
、
災
害
特
別
法
（
昭
和
三
十

三
年
七
月
八
日
及
び
九
月
の
風

水
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地

方
公
共
団
体
の
起
債
の
特
別
等

に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
、
そ

の
償
還
に
つ
い
て
は
特
例
が
設

定
さ
れ
て
お
る
こ
と
は
、
既
に

み
な
さ
ん
に
於
い
て
も
御
承
知

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
強
化
を
計

り
、
地
方
自
治
体
の
独
立
運
営

を
要
請
し
た
町
村
合
併
促
進
法

の
施
行
に
伴
い
、
当
村
に
於
い

て
も
独
立
運
営
の
基
礎
と
な
る

財
政
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る

た
め
の
措
置
と
し
て
、
災
害
そ

の
他
特
別
の
財
政
需
要
の
あ
る

場
合
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
に

充
て
る
た
め
、
次
に
審
議
さ
れ

る
財
政
調
整
積
立
金
条
例
の
制

定
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
市
町
村
の
建
設
計
画
の
執

行
に
当
つ
て
も
、
管
下
十
箇
校

舎
の
新
築
又
は
改
築
に
お
い
て

も
、
そ
の
当
面
し
た
年
度
の
や

り
く
り
予
算
で
は
、
当
程
充
分

な
る
事
業
の
施
行
は
難
か
し
く

年
々
財
政
需
要
額
の
五
％
以
上

を
積
立
て
て
、
計
画
さ
れ
た
年

度
に
計
画
さ
れ
た
事
業
が
、
効

率
的
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
通
り
、
事
業
に
つ
い
て
は

災
害
復
旧
を
主
点
に
、
橋
梁
架

替
え
、
道
路
改
良
修
繕
等
、
継

続
的
な
事
業
そ
の
他
必
要
性
の

度
合
に
よ
つ
て
、
即
効
に
し
て

永
続
的
な
も
の
を
見
極
め
て
、

施
行
し
て
行
き
た
い
考
え
で
あ

り
ま
す
。

　
尚
部
落
単
独
事
業
に
対
す
る

補
助
等
に
、
財
政
の
範
囲
内
に

於
い
て
充
分
な
る
援
助
は
出
来

な
い
こ
と
は
遺
憾
と
す
る
処
で

あ
り
ま
す
が
、
緊
急
を
要
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
誠
に
骨
格

予
算
の
限
度
を
越
え
た
、
名
前

だ
け
の
予
算
を
計
上
す
る
の
止

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
、
今

後
予
算
の
執
行
に
当
つ
て
そ
の

運
営
に
改
善
と
研
究
を
加
え
、

必
ず
や
実
施
出
来
得
る
よ
う
考

え
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

、
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予
算
内
容
の
概
況

　
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
は
、

一
般
経
常
費
に
於
い
て
五
五
七

六
万
四
千
円
昨
年
当
初
予
算
に

比
し
一
六
二
九
万
円
の
増
で
あ

り
、
特
別
会
計
国
保
事
業
勘
定

九
八
七
万
一
千
円
は
約
三
三
万

円
増
、
同
施
設
勘
定
二
四
七
万

六
千
円
は
約
六
万
円
の
増
で
あ

る
。
先
ず
経
常
費
の
【
才
入
の

部
】
か
ら
見
る
と
、
村
民
税
が

本
年
に
比
し
一
三
四
万
円
減
と

な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
個
人

所
得
に
対
す
る
税
率
を
約
二
分

の
一
に
引
き
下
げ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
固
定

資
産
税
に
お
い
て
大
口
償
却
資

　
　
　
円
　
位
　
弾険保

定
康特別会計中里村国民

　　事業

産
か
ら
約
一
五
四
万
円
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
。
又
交
付
税

に
於
い
て
も
昨
年
よ
り
一
一
五

万
増
と
見
込
み
、
災
害
復
旧
予

算
と
い
わ
れ
る
丈
に
、
県
支
出

金
に
於
い
て
九
六
〇
万
の
増
と

合
わ
せ
村
債
四
八
○
万
円
を
起

す
こ
と
と
な
つ
て
い
る
の
が
特

に
目
立
つ
。
他
は
い
ず
れ
も
本

年
当
初
予
算
並
に
手
堅
く
見
込

ん
で
い
る
。
反
面

【
才
出
の
部
】
で
は
、
◎
会
議

費
の
内
容
は
議
員
報
酬
及
び
会

議
費
◎
役
場
費
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
人
件
費
と
事
務
費
で
し

め
ら
れ
て
い
る
。

歳　　　　　入 歳　　　　　出

保　険　税
一般負担金
財産　収入
手　数　料
国庫支出金
県支出金
繰　入　金
繰　越　金
雑　収　入
　　計

5，572，000

349，000

　3，200
　7，000
3，539，530

　　100
350，000

　　100
　50，750
9，871，680

役　場　費
保険給付費
保険施設費
財　産　費
公　債　費
…支出金
予　備　費

991，500
7，286，880

937，020

　51，000
　5，000
400，280
200．00

9，871．68

出
　定

ゼ
施設
入歳

◎
消
防
関
係
で
は
昨
年
に
引
続

き
可
搬
ポ
ソ
プ
ニ
台
を
購
入
す

る
。
こ
れ
は
白
羽
毛
土
倉
に
配

置
さ
れ
る
予
定
と
な
つ
て
お

り
、
又
火
の
見
や
ぐ
ら
を
小
出

部
落
に
建
設
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
他
水
槽
六
ヵ
所
を
新

設
す
る
。
◎
土
木
関
係
で
は
田

中
～
上
山
線
（
飼
育
所
前
）
上
山

～
市
ノ
越
線
（
坂
道
）
の
改
修
に

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
円
宛
、
荒
屋

～
停
車
場
線
及
び
桔
梗
原
線
の

砂
利
敷
、
重
地
～
小
出
線
の
改

診療報収
一部負担金
使用料手数料
繰　入　金
繰　越　金
雑　収　入
　計

1，404．00

600．00

　1，00
350．00

　1，00
120．00

2，476．00

施　設　費
給一食　費
公　債　費
諸支出金
予　備　費

　計

2，372．30
10，000

45，000

26，000

22，700

2，476，000

一般会計昭和舳年度中里村歳入歳出予算（単位円）

修
工
事
、
叉
角
間
～
土
倉
（
農

道
）
に
四
〇
万
円
、
貝
野
山
手

線
二
万
円
、
山
崎
の
側
溝
に
六

万
二
千
五
百
円
の
補
助
を
出
す

こ
と
と
な
つ
た
。
又
県
道
の
工

事
負
担
金
と
し
て
ヘ
ツ
ツ
リ
雪

中
墜
道
が
継
続
事
業
と
し
て
更

に
三
〇
万
円
、
堂
の
沢
橋
（
田

代
）
五
万
円
、
釜
川
橋
へ
二
〇

万
円
、
貝
野
～
鹿
渡
の
羽
倉
線

に
十
五
万
円
、
そ
の
他
二
〇
万

円
が
あ
る
。
又
災
害
関
係
で
小

じ

一
原
の
堀
ノ
川
橋
へ
五
万
円
、
小

一
出
温
泉
道
路
復
旧
に
五
万
円
を
一
祭
な
ど
商
工
会
が
中
心
と
な
つ

計
上
、
二
十
一
、
二
十
二
号
台
．
て
行
う
計
画
で
あ
る
。

歳　　　　　入 歳　　　　　出

款　　　　別 予　算　額 款　　　　別 予　算　額

村　　　　　　　税

地　方　交　付　税

公営企業及財産収入

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　庫　支　出　金

県　支　　出　金

寄　　　附　　　金

繰　　　越　　　金

雑　　　収　　　入

村　　　　　　債

歳　　入　　合　計
1

26，880．00

11，848．00

　2，00
325．00

228．00

522．00

10，506．00

173．00

200．00

280．00

4少800，000

55，764．00

　　会　　　費
役　　　場　　　費

消　　　防　　　費

土　　　木　　　費

　　育　　　費
会及び労働施設費
保　健　衛　生　費

産業　経済　費
財　　　産　　　費
統　　　計　　　費
選　　　挙　　　費
公　　　債　　　費
諸　　支　　出　金
予　　　備　　　費
歳　　出　　合　計

591，200

8，822，300

1，555，900

3，749，200

7，679，700

519，800

624，800

18，875，300

3，438，400

186，700

473，100
1，668，600

6，079，000

1，500，000

55，764，000

風
に
よ
る
被
害
の
あ
つ
た
稲
荷
一

川
の
復
旧
に
九
三
万
一
千
円
を

組
ん
で
い
る
。

◎
教
育
関
係
で
は
昨
年
に
比
し
．

七
＋
万
円
の
増
額
と
な
つ
翌

よ
う
や
く
行
政
、
運
営
の
最
低

基
準
を
確
保
し
た
迄
で
、
田
沢

小
学
校
に
、
・
・
ル
ク
給
食
施
設
を

す
る
の
外
社
会
教
育
関
係
に
於

い
て
社
会
教
育
団
体
の
育
成
を

大
き
く
打
出
し
て
い
る
の
は
新

村
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
目
立
つ
も
の
と
し
て
社
会

及
び
労
働
関
係
で
招
魂
祭
と
い

う
名
目
が
小
さ
い
な
が
ら
現
れ

て
い
る
他
は
全
く
本
年
度
並
。

◎
保
健
衛
生
関
係
も
本
年
並
で

変
り
ば
え
が
な
い
。

◎
産
業
経
済
団
体
の
農
業
委
員

会
で
は
本
年
に
引
き
続
き
土
壌

調
査
を
高
道
山
か
ら
土
倉
迄
二

九
八
町
歩
に
亘
つ
て
行
う
。
又

農
業
振
興
を
図
為
た
め
に
本
年

同
様
採
種
圃
展
示
圃
病
虫
害
防

除
、
副
業
助
成
利
子
補
給
が
上

つ
て
い
る
が
、
例
年
行
わ
れ
て

来
た
品
評
会
は
姿
を
消
し
た
。

農
業
土
木
で
清
津
川
七
川
ス
ジ

の
災
害
復
旧
に
一
〇
、
〇
四
万

円
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
災

害
復
旧
予
算
と
し
て
当
然
で
あ

ろ
う
。
な
お
商
工
振
興
関
係
に

お
い
て
二
七
万
円
補
助
が
出
さ

れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
案
内
図

の
建
立
、
温
泉
ま
つ
り
、
商
工

　
選
挙
関
係
で
は
選
挙
の
年
だ

け
に
金
額
は
小
さ
い
が
昨
年
の

約
倍
の
四
七
万
円
で
、
知
事
、

県
議
会
議
員
、
参
議
院
議
員
村

議
会
議
員
の
選
挙
で
あ
る
。

◎
償
還
金
は
年
々
増
額
の
一
途

を
た
ど
り
、
そ
の
額
も
元
利
合

せ
て
約
一
四
〇
万
円
と
な
つ
て

い
る
こ
と
は
今
後
各
種
補
助
金

と
共
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
又

財
政
積
立
金
と
し
て
の
三
〇
〇

．
万
円
は
、
財
政
規
模
の
小
さ
い

村
が
事
業
の
前
提
と
し
て
積
立

を
行
う
こ
と
は
今
後
の
一
つ
の

行
き
方
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
原

・
町
（
開
拓
地
）
に
電
燈
施
設
の
た

｝
め
三
〇
万
円
。
白
羽
毛
下
山
水

道
、
本
屋
敷
水
路
に
そ
れ
ぞ
れ

五
万
円
の
補
助
を
出
す
外
、
町

村
合
併
に
つ
い
て
は
諸
事
務
費

一
切
で
あ
り
予
備
費
で
一
五
〇

一
万
禦
胚
瓢
鮮
陳
情

ぞ
当
局
も
頭
を
な
婁
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
近
く
交
付
税
も

滅
額
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
根
本
的
に
転
換
す
る
時

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
本
年

度
と
そ
の
内
容
は
大
差
な
い
の

で
省
略
）

　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
ど
ζ
、
．

　
　
　
　
　
’
蘂
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ビ

二
ー
ル
畑
苗
代
の
作
り
方

　
　
中
部
地
区
農
改
普
及
所

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
虎
治

植
栽
培
」

年
程
前
よ
り
普
及
さ
れ
だ
し
て

き
た
。
書
い
て
字
の
如
く
普
通

栽
培
の
も
の
よ
り
早
目
に
植
付

け
て
稲
の
生
育
期
間
を
長
び
か

せ
、
多
収
獲
を
期
そ
う
と
い
う

も
の
で
、
の
こ
の
地
区
で
も
ビ
ニ

ー
ル
苗
代
と
か
、
温
床
紙
等
に

よ
る
保
温
折
衷
苗
代
に
よ
り
大

部
普
及
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
。　
そ
こ
で
こ
の
紙
面
で
は
、
最

も
新
し
い
ピ
ニ
ー
ル
畑
苗
代
に

つ
い
て
概
略
作
り
方
を
上
げ
て

み
る
。
床
作
り
の
や
り
方

　
で
き
る
だ
け
、
家
の
近
所
で

灌
水
、
其
の
他
の
作
業
に
便
利

な
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
、
毎
年

堆
肥
を
入
れ
て
野
菜
を
つ
く
る

よ
う
な
肥
え
た
場
所
を
選
び
、

畑
全
面
を
耕
起
し
、
よ
く
土
を

砕
き
、
ま
き
床
一
・
二
六
メ
ー

ト
ル
（
四
尺
二
寸
）
通
路
四
五

セ
ソ
チ
（
一
尺
五
寸
）
に
ナ
ワ

を
張
り
、
ま
き
床
三
・
三
平
方

メ
ー
ト
ル
（
一
坪
）
当
り
硫
安

三
七
五
グ
ラ
ム
～
四
五
〇
グ
ラ

ム
（
一
〇
〇
匁
～
一
二
〇
匁
）

過
石
五
六
〇
グ
ラ
ム
（
一
五
〇

水
稲
の
増
収
法
と
し
て
「
早

　
　
　
と
い
う
新
技
術
が
三

郎

匁
）
硫
加
又
は
塩
加
一
九
〇
グ

ラ
ム
（
五
〇
匁
）
を
平
ら
に
ま

き
、
、
一
〇
セ
ソ
チ
位
の
深
さ
に

ょ
く
ま
ぜ
る
。
こ
の
肥
料
は
必

ず
酸
性
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
石
灰
や
木
灰
な
ど
は
絶
対

い
け
な
い
。

　
次
に
板
で
床
を
た
N
い
て
床

の
デ
コ
ボ
コ
を
防
ぎ
、
土
の
乾

燥
を
防
ぐ
。
次
に
灌
水
を
す
る

が
、
量
は
土
質
や
乾
燥
程
度
に

よ
り
一
概
に
い
え
な
い
が
、
三

・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
三
六

リ
ツ
ト
ル
～
七
〇
リ
ツ
ト
ル

（
二
～
四
斗
）
を
ま
き
、
十
分

水
を
吸
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

こ
の
灌
水
が
少
な
す
ぎ
る
と
失

敗
す
る
。

　
タ
ネ
ま
き
は
ど
う
か

　
十
分
水
を
か
け
終
つ
た
ら
消

毒
、
芽
出
し
を
し
た
タ
ネ
籾
を

厚
ま
き
に
な
ら
な
い
よ
う
均
一

に
ま
く
、
芽
出
し
の
程
度
は
五

六
ミ
リ
（
二
分
）
以
内
と
し
、

長
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
播

種
量
は
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト

ル
当
り
（
一
坪
）
、
○
．
七
リ
ツ

ト
ル
（
四
合
）
位
と
す
る
。
ま
き

お
わ
つ
た
な
ら
大
豆
マ
メ
が
か

く
れ
る
程
度
の
厚
さ
に
覆
土
し

板
で
か
る
く
た
た
い
て
鎮
圧
す

る
。
乾
燥
を
防
ぎ
発
芽
を
揃
え

る
た
め
だ
。

ビ
ニ
ー
ル
は
ど
う
し
て

か
け
る
か

　
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
に
は
、

竹
な
ど
で
ワ
ク
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
最
初
に
床

の
中
央
部
に
、
一
・
八
メ
ー
ト

ル
（
六
尺
）
毎
に
高
さ
三
〇
セ
ン

チ
（
一
尺
）
の
支
柱
を
立
て
そ
れ

に
中
骨
を
結
え
る
．
つ
ぎ
に
中

骨
の
上
か
ら
、
横
骨
竹
を
四
五

セ
ソ
チ
（
一
尺
五
寸
）
間
隔
に
わ

た
し
、
縁
の
高
さ
一
八
セ
ソ
チ

（
六
寸
）
に
な
る
よ
う
土
に
さ
し

こ
む
、
こ
の
横
竹
は
長
さ
一
．

八
メ
ー
ト
ル
（
六
尺
二
寸
）
位
と

し
、
一
・
五
セ
ソ
チ
（
五
分
）
位

　
ー
1
▲
昌
晶
累
◆

の
中
に
割
つ
た
竹
を
両
端
二
八

セ
ソ
チ
（
九
寸
五
分
）
の
と
こ
ろ

を
直
角
に
ま
げ
た
も
の
を
中
骨

の
上
か
ら
さ
し
込
む
、
中
骨
と

横
骨
の
交
わ
つ
た
と
こ
ろ
を
ナ

ワ
で
か
ら
が
え
て
、
お
さ
え
る

こ
と
が
よ
い
。
こ
れ
で
幌
作
り

は
お
わ
つ
た
の
で
、
そ
の
上
に

厚
さ
○
・
〇
七
五
、
・
・
リ
以
上
の

一
・
八
メ
ー
ト
ル
（
六
尺
）
巾
の

ビ
ニ
ー
ル
を
シ
ワ
に
な
ら
’
な
い

よ
う
に
張
り
、
四
面
か
ら
風
の

入
ら
な
い
よ
う
、
ピ
ニ
ー
ル
の

ス
ソ
を
土
で
お
さ
え
る
。
そ
の

上
に
風
で
と
ば
な
い
よ
う
N
字

型
に
ナ
ワ
を
張
る
。

苗
代
の
管
理
の
カ
ナ
メ

　
発
芽
揃
え
ま
で
ビ
ニ
ー
ル
の

◇
倉
俣
地
区
婦
人
学
級
◇

　
去
る
二
月
二
十
五

日
、
倉
俣
地
区
婦
人

学
級
合
同
集
会
が
地

区
公
民
舘
で
催
さ
れ

た
。
』
芋
川
部
落
嫁
の

会
は
じ
め
七
ツ
の
グ

ル
ー
プ
約
百
名
の
婦

人
達
が
日
頃
の
活
動

の
よ
う
す
や
、
な
や

み
を
話
し
合
つ
た
り

お
互
に
自
分
達
の
く

ら
し
を
少
し
で
も
高

め
よ
う
と
、
し
ん
け

ん
な
表
情
で
身
近
な
生
活
の
中
の
課
題
と
と
り
く
ん
で
い
る
。

【
写
真
は
倉
俣
地
区
婦
人
学
級
合
同
集
会
に
行
わ
れ
た
芋
川
部

落
嫁
の
会
の
実
情
発
表
で
あ
る
】

　
　
原
因
は

　
例
年
新
入
学
児
童
の
身
体
検

査
に
廻
つ
て
み
て
、
思
う
こ
と

で
あ
る
が
、
全
般
的
に
虫
歯
の

多
い
こ
と
と
、
田
沢
小
学
校
区

の
子
供
が
他
校
区
の
子
供
に
比

べ
て
見
劣
り
が
感
じ
て
な
ら
な

ら
な
い
。
素
人
目
で
見
て
さ
い

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
検
査
の
結

果
は
村
内
ど
こ
の
校
区
の
子
供

よ
り
体
格
は
悪
く
、
い
ろ
い
ろ

ど
こ
に

疾
患
が
あ
る
こ
と
は
申
す
迄
も

な
い
。
何
が
原
因
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
地
域
環
境
が
か

く
し
た
か
、
食
生
活
か
、
住
生

活
の
影
響
か
、
そ
れ
と
も
経
済

的
に
間
題
が
あ
る
の
か
？
．
．
．
．
。

　
最
近
婦
人
学
級
が
各
地
に
開

設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う

こ
と
に
つ
い
て
大
い
に
研
究
し

し
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

ス
ソ
上
げ
は
し
な
い
の
が
原
則

で
あ
る
が
、
苗
代
作
り
時
期
が

遅
れ
る
と
日
中
、
天
気
の
よ
い

日
な
ど
四
十
度
以
上
に
ピ
ニ
ー

ル
内
の
温
度
が
上
が
る
、
こ
の

場
合
、
ピ
ニ
ー
ル
の
上
か
ら
コ

モ
な
ど
を
か
け
て
や
る
こ
と
も

よ
い
。
発
芽
前
に
ス
ソ
を
上
る

と
床
が
乾
き
発
芽
不
良
と
な
る

こ
と
が
あ
る
。

　
発
芽
揃
え
後
、
丈
夫
な
発
育

さ
せ
る
た
め
、
十
分
光
線
に
あ

て
る
こ
と
と
、
土
壌
中
に
酸
素

を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
発

芽
が
そ
ろ
つ
た
ら
、
で
き
る
だ

け
よ
ほ
ど
乾
か
な
い
限
り
灌
水

し
な
い
こ
と
が
大
切
。
最
高
気

温
が
三
〇
度
内
外
に
調
節
、
そ

れ
よ
り
育
同
温
に
な
ら
な
い
よ
う

調
節
、
そ
の
た
め
に
は
天
気
の

よ
い
日
は
ス
ソ
上
げ
を
し
て
、

高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　
本
葉
第
三
葉
頃
よ
り
は
、
床

内
最
高
気
温
を
二
五
度
く
ら
い

に
調
節
、
五
月
に
入
る
と
天
気

の
よ
い
日
な
ど
ピ
ニ
ー
ル
を
か

ぶ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

床
内
気
温
五
〇
度
を
こ
え
る
。

冷
た
い
日
で
な
い
限
り
毎
日
ス

ソ
上
げ
を
や
る
。
夜
は
ピ
ニ
ー

ル
の
ス
ソ
を
お
ろ
し
た
方
が
安

全
。
田
植
十
日
前
頃
に
な
れ
ば

ビ
ニ
ー
ル
は
必
要
な
く
な
る
。

　
以
上
概
略
上
げ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
苗
代
は
十
分
研
究
し
て

や
つ
て
頂
き
た
い
。
ナ
レ
な
い

と
技
術
が
複
雑
で
失
敗
も
あ

る
。
い
く
ら
早
植
が
よ
い
か
ら

と
い
つ
て
も
五
月
中
旬
頃
よ
り

の
田
植
が
よ
い
。
そ
う
し
て
く

る
と
畑
苗
代
は
苗
代
期
間
三
＋

日
～
三
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、

大
体
四
月
十
日
～
四
月
二
十
日

頃
の
間
に
播
種
す
る
の
が
よ
い

　
最
後
に
畑
苗
代
の
場
合
は
必

ず
芽
出
し
ま
き
を
す
る
こ
と
を

守
つ
て
頂
き
た
い
。


